
ご意見 町の考え方 計画への反映

脱炭素シナリオ（Ｐ29）

第 1 期地球温暖化対策実行計画が

2012 年度策定され、基準年 H21 年

度（2009 年度）90.535〔千ｔ－

CO2〕、2013 年度（H25 年度）90.501

〔千ｔ－ CO2〕、目標年 2020 年度

（H32《現 R2 年度》）63.070〔千ｔ

－CO2〕基準年の 30％削減となっ

ていました。

将来推計は、対策を何もしなかっ

た場合でも 2013 年度（H25 年度）

は 90.613〔千ｔ－ CO2〕2020 年度

は 92.466〔千ｔ－ CO2〕となって

いました。

今回の第 2 期地球温暖化対策実行

計画では、基準年 H25 年度（2013

年度）101.0〔千ｔ－ CO2〕、2021

年度現状値（R3 年度）73.2〔千ｔ

－ CO2〕となっており、第 1 期か

ら見てみると目標は達成できず、

CO2 が増えたこととなっていま

す。

計画だけ立てて検証しないことが

このような結果につながったかと

思います。

第 1期の CO2増の原因を明らかに

することが、今回の計画を効率的

に進めていくことにつながると思

います。第 1期も PDCA で進めてい

くことになっていましたので、第

1期の結果を検証してください。

今回も PDCA で進めていくとのこ

とですので、ぜひ検証しながら進

めていただきたい。町民としても

ぜひ協力して進めていきたいと思

います。

本計画の改定にあた

っては、第 1 期計画の

取り組み状況や排出状

況並びに国際的な動向

に端を発した国の法改

正なども踏まえ、施策

の内容を検討し、最終

的に本町として目指す

目標値を設定いたしま

した。従来から進めら

れてきた取り組みを継

続しながら、各施策に

対して数値目標を設定

し、進捗状況を把握で

きるよう計画を改定い

たしました。

第 1 期計画の目標が

未達となった理由につ

いては、策定当時想定

していた排出係数が低

い値であったことや当

時の想定よりも増加し

た指標があるなど計画

策定時に想定すること

のできた社会経済条件

の違いなどが挙げられ

ます。

計画のPDCAに関して

引き続き町民の皆様に

ご理解とご協力を賜り

ながら、本計画として

掲げた基本理念および

目標値の達成に向け

て、温暖化対策を一層

推進して参りたいと考

えております。

修正なし。



3-2 環境教育を推進する（P45）

計画内他ページに、町内で地球温暖

化対策を推進して 20 年の組織「富

士川町地球温暖化対策地域協議会」

のピカリコの取り組みなど、盛り込

んでいただきありがとうございま

す。

P45 各主体の活動の中の「富士川町

地球温暖化対策地域推進協議会」

は、「富士川町地球温暖化対策地域

協議会」のことでしょうか。そうで

あれば連携をしながらぜひ進めて

行きたいと思います。書き間違いで

あれば訂正をお願いします。

「富士川町地球温暖化

対策地域推進協議会」

としていた記載を「富

士川町地球温暖化対策

地域協議会」に訂正い

たします。

協議会の名称を訂正し
ます。



推進体制（P51）

PDCA で推進していくための「地球

温暖化対策推進会議」ですが、どの

ようなメンバーで、いつ頃設置す

る見込みなのか明確にしてくださ

い。

「図 45 計画の推進体制」の図のす

ぐ上に（4）地球温暖化対策推進協

議会とありますが、富士川町地球

温暖化対策地域協議会のことでし

ょうか。図の中の「地球温暖化対策

推進会議」と 2 つ推進会議が設置

されるということでしょうか。そ

れとも同じものでしょうか。名前

をわかりやすく表記したほうが良

いと思います。

推進体制を具体的に決めていくこ

とで、確実に推進につながると思

います。

甲府市の推進体制は、メンバーで

ある各種団体が、グループ分けを

して、より具体的に、毎年推進会議

を持ちながら PDCA で行っていま

すので、参考にしてください。

「（4）地球温暖化対策

推進協議会」は、「地球

温暖化対策推進会議」

となりますので、訂正

して記載いたします。

会議メンバーおよび

開催時期につきまして

は、地球温暖化対策推

進会議設置要綱に基づ

き、事業所または関係

団体の代表者、学識経

験者など地球温暖化対

策に関連する方々で構

成し、計画の検証に必

要となる統計データの

とりまとめが済みまし

たら、会議を開催した

いと考えております。

推進体制について、

参考事例をご紹介いた

だきありがとうござい

ます。推進体制として

は、自治体としての規

模や施策内容・種類、地

域で活動する団体の現

状などを勘案しなが

ら、他自治体で参考と

なる内容に関しては参

考とさせていただきた

いと考えております。

協議会の名称を訂正し
ます。

１－１ 再エネ・省エネ設備の導入

を推進する（P33）

地域のエネルギーを有効に活用で

きることから、太陽熱温水器設置、

薪ストーブ設置の補助制度を創設

してほしい。

当面は太陽光発電設

備に対する補助を継続

することとし、ご提案

いただいた設備につき

ましては、今後庁内で

検討していきたいと考

えております。

修正なし。



１－３ 再エネ・低炭素電気の購入

を推進する（P41）

町は率先して再エネ低炭素電気を

購入しているのでしょうか。

本計画を踏まえ、町

として環境にやさしい

電気の導入を検討する

予定です。

修正なし。

電気自動車購入費助成金(P46)

電気自動車を新車で購入できる層

は裕福な人である。一方で電気自

転車や電動バイクなどは比較的お

金がない高校生などが使用する可

能性がある。「化石燃料でなく電気

で移動する」という目的一緒なの

で当該補助金を拡充して、電気自

動車や電動バイクの補助も助成し

てほしい。

当面は、個人が所有

する交通手段の中で最

も化石燃料を使用する

自家用車から電気自動

車への切り替えを優先

し、ご提案いただいた

補助制度については、

今後検討させていただ

きます。

修正なし。


